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常
陸
大
宮
市
議
会
６
月
議
会
に
新
婦

人
の
会
の
方
が
中
心
と
な
り
１
０
６
６

人
の
署
名
を
添
え
て
提
出
さ
れ
た
「東
海

第
２
原
発
の
再
稼
働
を
認
め
な
い
陳
情
」

は
、
９
月
議
会
で
も
結
論
を
出
さ
ず
、

ま
た
も
継
続
審
査
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

第
３
回

定
例

議
会
は

１
２

月
５

日
に
開

会
し
ま

す

請
願

・
陳

情
は
、
１

１
月

２
８

日

（水
）ま

で
に
お
願

い
し
ま
す
。
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８
月
１
０
日
、
任
期
が
２
年
と
な
っ

て
い
る
議
会
常
任
委
員
会
選
任
の
臨
時

議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
仲
田
議

長
と
川
上
副
議
長
が
辞
職
、
投
票
に
よ

る
選
挙
と
な
り
ま
し
た
。

議
長
・副
議
長
選
挙
は
仲
田
議
長
・川

上
副
議
長
の
後
継
と
し
て
、
岡
崎
議
員

を
議
長
候
補
・
木
村
議
員
を
副
議
長
候

補
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現

議
長
の
一
部
議
員
を
排
除
し
て
の
議
会

運
営
等
に
反
発
す
る
議
員
が
、
最
終
的

に
掛
札
議
員
を
議
長
候
補
に
擁
立
、
武

石
議
員
を
副
議
長
候
補
と
し
て
選
挙
に

の
ぞ
み
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
金
子
・
堀
江
両
議
員

は
掛
札
議
員
と
「議
会
の
民
主
的
運
営
」

な
ど
に
つ
い
て
の
政
策
協
定
を
結
ん
で
票

を
投
じ
ま
し
た
。

投
票
結
果
は
下
記
の
と
お
り
同
数
と

な
っ
た
た
め
、
地
方
自
治
法
お
よ
び
公
職

選
挙
法
に
よ
り
『
く
じ
』
の
結
果
、
岡
崎

議
員
が
議
長
と
な
り
ま
し
た
が
、
副
議

長
選
挙
と
も
に
大
波
乱
の
選
挙
で
し
た
。

■
議

長
選

挙

岡
崎

榮
一

議
員

１
１

票

掛
札

行
雄

議
員

１
１

票

■
副

議
長

選
挙

武
石

寿
長

議
員

１
１

票

木
村

久
美

子
議

員
９

票

堀
江

鶴
治

議
員

２
票

新
し
く
、
金
子
議
員
は
総
務
常
任
委

員
会
に
、
堀
江
議
員
は
再
び
経
済
建
設

常
任
委
員
会
に
所
属
し
ま
し
た
。

「即
時
原
発
ゼ
ロ
｣｢ 再

稼
働
反
対
」―
。

国
会
周
辺
・
省
庁
前
で
は
１
１
月
１
１

日
、
首
都
圏
反
原
発
連
合
(
反
原
連
)
の

主
催
で
「
反
原
発
１
０
０
０
０
０
０
人

大
占
拠
」
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
雨
の

降
り
し
き
る
な
か
、
の
べ
１
０
万
人
（
主

催
者
発
表
）
が
参
加
。
「
こ
ん
な
に
大
勢

の
参
加
者
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
、
高
速

バ
ス
で
参
加
し
た
か
い
が
あ
っ
た
」（
長
野

県
諏
訪
市
か
ら
参
加
し
た
男
性
）…
。
同

日
、
さ
ら
に
運
動
を
広
げ
て
原
発
ゼ
ロ
を

実
現
し
よ
う
と
、
４
６
都
道
府
県
で
い
っ

せ
い
に
行
動
が
あ
り
ま
し
た
。

県
内
で
も
、
水
戸
市
、
日
立
市
、
ひ
た

ち
な
か
市
、
石
岡
市
、
筑
西
市
、
東
海

村
な
ど
で
多
彩
な
宣
伝
行
動
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。
関
東
で
唯
一
原
発
が
あ

る
東
海
村
で
は
、
東
海
駅
東
口
に
村
内

外
か
ら
６
０
人
余
が
集
ま
り
、
様
々
な

プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
ち
、
チ
ラ
シ
の
配
布
や

署
名
活
動
、
リ
レ
ー
ト
ー
ク
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
リ
レ
ー
ト
ー
ク
に
は
金
子
・
堀

江
両
議
員
も
参
加
・発
言
し
ま
し
た
。

う
の
周
治
４
区
予
定
候
補
も
東
海
行

動
に
参
加
。
終
了
後
、
東
京
・国
会
正
門

前
大
集
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

東
海
第
２
原
発
の
再
稼
働
阻
止
・
廃

炉
実
現
の
請
願
・
陳
情
は
、
新
た
に
「
つ

く
ば
み
ら
い
市
」
「
下
妻
市
」
「
笠
間
市
」

「
桜
川
市
」
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

で
県
内
自
治
体
の
過
半
数
の
２
３
自
治

体
と
な
り
ま
し
た
。

消費税、原発、震災・原発事故からの復興、ＴＰＰ、領土

問題、米軍基地、安保条約…。いつまでも財界とアメリカ

いいなりの国でいいのか─ こんどの総選挙は、日本の命運

がかかった大事な選挙です。日本共産党は、国民の願いに

こたえる新しい政治をひらくために、「６５０万票、議席倍増」

をめざします。

日本共産党は、

「政治を変えたい」

と願うみなさんと

草の根から力をあ

わせ、あらゆる問

題での改革のビジョ

ンを提起してがん

ばる「政党らしい

政党」です。

農
作
物
に
対
す
る
イ
ノ
シ
シ
・
ハ
ク
ビ

シ
ン
等
の
被
害
が
広
が
る
中
、
日
本
共

産
党
の
堀
江
鶴
治
議
員
は
こ
の
問
題
を

調
査
、
常
陸
大
宮
市
駆
除
隊
長
か
ら
も

駆
除
隊
の
活
動
・
要
望
等
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

堀
江
議
員
は
１
０
月
５
日
、
副
市
長

に
面
会
し
（
経
済
建
設
部
長
も
同
席
）
、

日
本
共
産
党
市
議
団
と
し
て
三
次
市
長

あ
て
の
「イ
ノ
シ
シ
等
有
害
鳥
獣
被
害
防

除
に
関
す
る
申
し
入
れ
書
」
を
手
渡
し
、

実
施
を
強
く
も
と
め
ま
し
た
。

「
道
の
駅
」
は
道
の
駅
整
備
検
討
委
員

会
で
、
道
の
駅
を
整
備
す
る
た
め
の
考
え

方
や
方
向
性
、
導
入
機
能
・施
設
、
運
営

主
体
な
ど
を
検
討
し
、
道
の
駅
整
備
の

骨
格
と
な
る
「
基
本
構
想
」
を
来
年
の
１

月
ま
で
に
答
申
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
が
、

日
本
共
産
党
の
金
子
議
員
の
９
月
議
会

で
の
一
般
質
問
で
わ
か
り
ま
し
た
。

原発即時ゼロの実現をと国会正門前に集まった人たち（写真）
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金子すぐる議員

０９０-１９９４-７６９６

堀江かくじ議員

０９０-４８２４-０７９７

堀江鶴治議員

９月２１日質問

日
本
共
産
党
の
堀
江
鶴
治
議
員
は
９

月
２
１
日
、
農
家
・農
村
の
問
題
な
ど
４

項
目
に
わ
た
っ
て
三
次
市
長
に
対
し
一
般

質
問
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

（
堀

江
議

員
）
国
民
の
食
糧
の
確
保
、

国
の
安
全
保
障
の
た
め
に
も
、
農
業
を
守

る
こ
と
、
後
継
者
を
育
成
し
、
新
規
就
農

者
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
は
、
大
切
な
課

題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
経

済
建

設
部

長
答

弁
）
市
独
自
に
新

規
就
農
支
援
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
就
農
前
に
農
業
技
術
等
の
取
得
の

た
め
、
事
前
研
修
を
お
こ
な
う
も
の
に
は

２
年
を
限
度
と
し
て
就
農
研
修
助
成
金

を
月
３
万
円
、
研
修
後
就
農
３
年
未
満

の
者
に
は
３
年
を
限
度
と
し
て
月
３
万

円
を
交
付
す
る
内
容
の
事
業
で
す
。

（
堀

江
議

員
）
県
で
は
新
規
就
農
者
を

支
援
す
る
た
め
、
経
営
開
始
型
と
準
備

型
の
２
種
の
年
１
５
０
万
円
を
交
付
す

る
新
規
事
業
を
始
め
る
と
い
う
が
、
こ
の

制
度
に
市
独
自
の
助
成
を
上
乗
せ
す
る

な
ど
の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

（
経

済
建

設
部

長
答

弁
）
経
営
開
始
型

の
方
は
、
４
５
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
な
ど

第
３
回
定
例
議
会
は
９
月
３
日
か
ら

２
６
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
議
会
は

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
４
日
間

の
審
査
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
市
議
会
最

終
日
に
、
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
条
例
改
正
案
と
補
正
予
算
案
、
請
願

・
陳
情
の
審
査
結
果
、
ま
た
決
算
特
別
委

員
会
に
付
託
さ
れ
た
決
算
認
定
の
審
査

結
果
が
本
会
議
で
報
告
さ
れ
、
採
決
し

閉
会
し
ま
し
た
。

１
０
６
６
名
の
署
名
を
添
え
て
提
出

さ
れ
て
い
た
「
東
海
第
２
原
発
の
再
稼

働
を
認
め
な
い
意
見
書
提
出
を
求
め
る

陳
情
」
は
６
月
議
会
に
続
い
て
今
議
会
で

も
結
論
を
出
さ
ず
に
継
続
審
査
に
な
り

ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、
議
会
運
営
委
員
長
か

ら
「
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
設
置
に

関
す
る
議
決
」
の
議
案
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。
今
回
の
特
別
委
員
会
は
「
議
会
基

本
条
例
」
の
制
定
が
中
心
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
が
、
定
数
は
１
２
名
と
全
議

員
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
目
的

の
特
別
委
員
会
は
全
議
員
が
委
員
と
な

り
共
通
の
認
識
の
中
で
す
す
め
る
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
「
特
別
委

員
会
を
設
置
す
る
の
は
反
対
で
は
な
い
が
、

全
議
員
が
委
員
と
な
ら
な
い
の
は
問
題
で

あ
る
。
議
会
基
本
条
例
の
制
定
が
中
心

で
あ
る
な
ら
な
お
さ
ら
だ
」
と
の
べ
議
案

の
再
提
出
を
求
め
ま
し
た
。
こ
の
議
案
に

は
日
本
共
産
党
市
議
団
の
ほ
か
何
人
か

の
議
員
が
反
対
し
ま
し
た
。

給
付
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で

す
が
、
約
２
０
名
の
方
と
給
付
の
条
項

を
満
た
す
か
ど
う
か
協
議
中
で
す
。

（
堀

江
議

員
）
組
合
員
の
農
協
離
れ
が

進
む
中
、
県
北
の
６
つ
の
農
協
が
合
併

を
目
指
し
て
５
月
末
に
県
北
地
区
Ｊ
Ａ

合
併
推
進
協
議
会
を
設
立
し
、
合
併
協

議
を
加
速
さ
せ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
の

市
の
見
解
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
経

済
建

設
部

長
）
６
つ
の
農
協
が
合

併
し
ま
す
と
組
合
員
７
万
人
を
超
え
、

生
産
物
の
有
利
販
売
に
つ
な
が
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
市
と
し
は
組
合
員
の

利
益
に
つ
な
が
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
堀

江
議

員
）
組
合
員
が
主
体
と
な
っ

定
サ
ン
プ
リ
ン
グ
検
査
対
応
職
員
時
間

外
手
当
」１
人
分
、
５
３
７
０
円
だ
け
し

か
請
求
し
て
い
な
い
問
題
に
つ
い
て
、

「放
射
線
測
定
を
実
施
し
て
い
る
が
一
般

財
源
を
使
っ
て
い
な
い
」
「
賠
償
基
準
が

ま
だ
示
さ
れ
え
て
い
な
い
」
と
述
べ
て
い

ま
す
。

一
般
財
源
を
使
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
今
回
の
原
発
事
故
が
な
け

れ
ば
、
市
民
の
た
め
の
仕
事
が
で
き
た
わ

け
で
す
。
同
様
に
、
通
常
勤
務
時
間
内

の
原
発
事
故
対
応
業
務
も
当
然
請
求
す

べ
き
で
す
。
公
共
団
体
に
対
す
る
賠
償
基

準
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
請
求
し
て
い

な
い
と
は
大
変
な
問
題
で
す
。
福
島
原

発
事
故
の
重
大
さ
と
東
電
の
責
任
に
対

す
る
市
の
姿
勢
が
問
わ
れ
る
問
題
で
す
。

（
総

務
部

長
答

弁
）
人
件
費
の
取
り
扱

い
は
、
国
の
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
委

員
会
で
い
ま
だ
地
方
公
共
団
体
の
損
害

賠
償
基
準
は
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
近

隣
自
治
体
で
も
取
り
扱
い
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
。

（
金

子
議

員
）
東
電
に
は
毅
然
と
し
た

請
求
を
す
べ
き
で
す
。

た
合
併
で
は
な
く
、
安
易
に
経
営
者
サ

イ
ド
で
大
型
合
併
が
進
め
ら
れ
る
な
ら

様
々
な
弊
害
も
予
想
さ
れ
る
と
思
わ
れ

る
の
で
、
慎
重
に
今
後
も
、
市
と
農
協
の

連
携
が
進
む
よ
う
対
応
し
て
い
く
べ
き
で

す
。

放
射
性
ヨ
ウ
素
の
汚
染
の
広
が
り
は

国
か
ら
は
発
表
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
は

検
出
も
で
き
ま
せ
ん
。
当
時
、
ど
う
で
あ
っ

た
か
わ
か
ら
な
い
中
で
は
、
健
康
調
査
を

し
て
お
母
さ
ん
方
の
不
安
に
答
え
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

東
海
村
で
は
１
歳
か
ら
中
学
３
年
生

ま
で
の
希
望
者
に
超
音
波
に
よ
る
甲
状

腺
検
査
を
お
こ
な
う
こ
と
を
決
め
ま
し
た

が
、
当
市
も
実
施
に
踏
み
切
る
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
保

健
福

祉
部

長
）
県
に
お
い
て
は
必

要
な
い
と
の
見
解
を
示
し
て
い
ま
す
。
本

市
と
し
て
は
、
今
後
、
県
や
県
内
自
治

体
の
動
向
等
を
注
意
深
く
見
守
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
金

子
議

員
）
政
府
は
、
福
島
原
発
事

故
の
影
響
を
見
極
め
る
た
め
に
福
島
県

以
外
の
全
国
３
か
所
で
子
ど
も
の
甲
状

腺
超
音
波
検
査
の
実
施
を
決
め
た
と
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
健
康
調
査

の
実
施
を
強
く
求
め
ま
す
。

（
金

子
議

員
）
総
務
部
長
は
６
月
議
会

で
の
堀
江
議
員
へ
の
答
弁
で
、
当
市
が
今

年
１
月
末
日
ま
で
の
分
と
し
て
請
求
し

た
中
に
人
件
費
が
「
農
産
物
放
射
能
測

そ
の
他

の
質

問

■
放
射
能
か
ら
市
民
生
活
を
守
る
た
め
に

■
今
後
４
年
間
の
市
政
運
営

■
消
費
税
増
税
の
影
響

決
算
認
定
で
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、

平
成
２
３
年
度
の
一
般
会
計
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
（
事
業
勘
定
）
、
戸

別
浄
化
槽
整
備
特
別
会
計
、
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
、
上
水
道
事
業
会
計

に
反
対
し
ま
し
た
。

請
願
・
陳
情
で
は
、
今
議
会
に
提
出
さ

れ
た
「
久
慈
川
河
川
改
修
に
関
す
る
請

願
」
（
小
貫
区
長
ほ
か
区
民
提
出
）
「
教

育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
請
願
」
（
茨
城

県
教
職
員
組
合
員
提
出
）
、
「
早
期
の

学
校
耐
震
化
お
よ
び
教
育
復
興
を
求
め

る
請
願
」
（
茨
城
県
教
職
員
組
合
提
出
）

は
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
が
、

「
西
方
寺
遊
休
地
に
お
け
る
住
民
の
安

全
確
保
に
関
す
る
陳
情
」
は
不
採
択
と
な

り
ま
し
た
。

金子卓議員

９月２４日に質問

日
本
共
産
党
の
金
子
卓
議
員
は
９
月

２
４
日
、
福
島
原
発
事
故
被
害
対
策
な

ど
、
５
項
目
の
一
般
質
問
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

（
金

子
議

員
）
若
い
お
母
さ
ん
方
か
ら

子
ど
も
の
健
康
調
査
の
実
施
を
望
む
声

が
聞
か
れ
ま
す
。
今
年
３
月
１
１
日
に

Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
た
放

射
性
ヨ
ウ
素
の
大
気
中
の
動
向
の
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
福
島
原
発
か
ら
北
西

方
向
の
セ
シ
ウ
ム
汚
染
地
帯
と
は
別
に
、

南
方
向
に
放
射
性
ヨ
ウ
素
汚
染
地
帯
が

あ
り
、
そ
の
地
域
は
い
わ
き
市
か
ら
茨
城

・
栃
木
・
群

馬
と
北
関
東
全
域
に
広
が
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
他

の
質

問

■
北
町
・上
町
の
雨
水
排
水
対
策

■
「道
の
駅
」整
備
事
業

■
生
活
困
窮
世
帯
の
把
握
と
対
応

■
防
災
行
政
無
線
の
積
極
的
活
用


